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登壇 

 

岩瀬：テイクアンドギヴ・ニーズの岩瀬でございます。 

2021 年 3 月期 第 3 四半期の決算についてご説明をいたします。 

 

最初にサマリーとして、3 点記載しております。 

1 点目、第 3 四半期である 10 月から 12 月は、挙式披露宴の施行が前期比 65%まで回復したこと

に加え、販売管理費の削減効果もあり、営業赤字は大幅に縮小いたしました。 

2 点目、1 月 28 日に発表しましたとおり、今回発出された緊急事態宣言の影響を鑑み、今期の通

期業績予想を下方修正いたしました。 

3 点目、業績の先行指標となる来期の受注残組数は、前年同時期比 138％と堅調に推移していま

す。 



 
 

 

 

 

それでは、連結の損益計算書の概要についてご説明をいたします。 

売上高、売上総利益は大幅な組数減の影響で前期比 30%程度となり、それぞれ 143 億 4,800 万

円、92 億 1,400 万円となりました。 

販売管理費は、9 月末の子会社の売却および国内ウェディング事業の販売管理費削減効果で大幅に

減少し、179 億 9,400 万円となりました。 

よって、営業利益は 87 億 8,000 万円の赤字、経常利益は 91 億 3,500 万円の赤字となりました。 

純利益は、記載のとおりの特別利益および特別損失などが発生し、131 億 5,600 万円の赤字となり

ました。 



 
 

 

 

 

次に、販売管理費の削減状況をご説明をいたします。 

前提として、特別損失計上の臨時休業中の人件費、家賃など、24 億 4,300 万円を含んで表示して

おります。 

第 3 四半期累計では、グループ全体で 69 億円のコスト削減ができました。 

左から 2 番目、GLC 削減額 27 億 7,000 万円とありますが、GLC は 9 月末に株式譲渡したグルー

プ子会社グッドラック・コーポレーションの略称です。上期までの削減額が 9 億 4,000 万円でした

ので、譲渡により 18 億円のコスト削減効果がありました。 

次から、国内ウェディング事業の販売管理費となります。組数減の影響に加えてオンラインを推進

したこと、広告出稿料の見直しなどにより、それぞれ記載のコスト削減が実現できました。 



 
 

 

 

 

次に、国内ウェディング事業の内訳についてご説明をいたします。 

売上高は、組数が前期比 6,232 組減少し 2,982 組、平均単価は、招待客数が前期比 20 名減少し、

40 万 3,000 円減の 353 万 2,000 円となりました。 

結果、売上高は 118 億 9,000 万円となっております。 

売上総利益率は 63%と、前期並みまで回復していますが、売上高減少の影響を受け、74 億 9,700

万円、セグメントの営業利益は 62 億 5,800 万円の赤字となりました。 



 
 

 

 

 

参考に、四半期別の業績推移についてご説明いたします。 

上から取扱組数、売上高、平均単価、営業損失で記載をしております。 

緊急事態宣言下であった第 1 クォーターは 82 組、第 2 波の影響があった第 2 クォーターは 834

組、この第 3 クォーターは 11 月中旬から第 3 波の影響が出始めましたが 2,066 組と、組数は大幅

に向上し、前年同時期比 65%まで回復をいたしました。 

また、下段に記載の平均単価につきましても、招待客数の増加に伴い、徐々に回復をし、第 1 クォ

ーターと比較をすると約 40 万円向上し、359 万 7,000 円となりました。 

結果、第 3 クォーターの売上高は大幅に増加し、ご説明した販売管理費の削減効果もあり、営業損

失も 6 億 7,000 万円まで縮小することができました。 

また、四半期中においては、11 月に単月黒字を計上することもできました。 



 
 

 

 

 

連結の貸借対照表についてご説明をいたします。まず資産の部です。 

上期までに発生した、海外リゾート事業の子会社の株式譲渡、繰延税金資産の取崩しの影響と、リ

ニューアル投資等の抑制により、固定資産が 3 月末と比較して 50 億 400 万円減少しております。 



 
 

 

 

 

次に、負債・純資産の部です。 

運転資金確保のため、有利子負債は 3 月末と比較して、91 億 9,800 万円増加をしております。 

昨年、第 1 四半期に新型コロナ対応の融資枠として締結した当座貸越枠 165 億円のうち、12 月末

時点では 50%に当たる 82 億 5,000 万円が実行済となります。 

また純資産は、赤字の影響から利益剰余金がマイナスとなり、上半期末同様、自己資本比率は約

20%まで低下をしております。 



 
 

 

 

 

2021 年 3 月期の通期連結業績予想についてご説明いたします。 

1 月 28 日に開示しましたとおり、再発出された緊急事態宣言の影響で、11 月発表の業績予想比

で、売上高で 40 億円程度、利益で 20 億円程度の下方修正をいたしました。 



 
 

 

 

 

次に、業績予想の前提についてご説明いたします。 

業績予想の前提は、1 月 28 日に説明動画を開示しておりますので、そちらもご参照ください。 

今回の業績予想は、緊急事態宣言による業績影響が、2021 年 3 月末まで継続することを前提と

し、算出いたしました。婚礼組数は、緊急事態宣言が発出した 1 月 7 日から 1 月 4 週までのお客

様の動向を基に予測しております。 

1 月 4 週目時点の状況は、左のグラフのとおり、25%のお客様が日程延期を選択され、3%のお客様

がキャンセルを選択されています。 

この動きから、最終的に日程延期は 41%まで増加、キャンセルは 5%まで増加し、約 1,000 組のお

客様が来期以降へ日程延期されると予測し、業績予想を算出しています。 



 
 

 

 

 

単価は、1 月 4 週目までの招待客数や平均単価の動向を基に予測をしています。 

2021 年 4Q に関して、1 月 4 週目時点での見込みから、招待客数は 8.7 名減少。それに伴い、平均

単価は 9%程度減少すると予測し、業績予想を算出しています。 



 
 

 

 

 

それでは、婚礼組数の推移についてご説明いたします。 

第 3 四半期である 10 月から 12 月の期間は、前年同時期比 65%程度まで回復をいたしました。 

第 4 四半期は、緊急事態宣言の発出の影響により、前年同時期比 42.1%程度になると予測していま

す。 

昨年春の緊急事態宣言と比較すると、お客様が落ち着いて判断されるようになり、発出の影響も緩

やかになっています。 

なお 1 点、グラフ値について補足させていただきます。                 

2020 年 3 月は感染拡大により、予約済みの挙式、披露宴が約 600 組減少いたしましたが、正しい

状況をご理解いただくため、減少影響を受ける前の受注残組数と比較した数値を表示しておりま

す。 



 
 

 

 

 

現在、2 回目の緊急事態宣言の発出から約 1 カ月経ちました。 

この 1 カ月間のお客様の動きを、1 回目の緊急事態宣言時と比較しています。 

発出された月を起点として、先の受注残がどの程度残っているかを表しています。 

例えば、今回発出の 3 カ月後、4 月の受注残は、88.3%のお客様が延期、キャンセルを選択するこ

となく残っていただいています。 

一方で、昨年、1 回目の緊急事態宣言 3 カ月後は、35.7%の残存率でした。 

グラフをご覧いただくと、第 1 回目の緊急事態宣言発出時と比べて、今回の緊急事態宣言では、延

期やキャンセルの変動が非常に少なくなっていることが、おわかりいただけると思います。 

多くのお客様が、予約継続いただいていることを、大変ありがたく思っています。 



 
 

 

 

 

次に、新規問合せ状況についてご説明いたします。 

1 回目の緊急事態宣言と比較すると、6 割程度の減少影響にとどまっています。 

この傾向は、対象地域、非対象地域に大きな差はございません。 

また直近、2 月の 1 週目は前期比 56.2%まで回復しております。 



 
 

 

 

 

このような足元の状況を踏まえ、現在の来期受注残組数についてご説明いたします。 

2022 年 3 月期通期の受注残組数は、前年同時期比 138％となっています。 

四半期ごとの前年同時期比もそれぞれご覧のとおりとなっており、              

足元の新規の問合せは低い水準になっていますが、今期から来期に日程延期をされるお客様が今後

も増加することを考えると、来期受注は堅調に維持できていると考えています。 



 
 

 

 

 

次に、コロナ禍を契機として始めた取り組みについて、ご説明をいたします。 

サマリーとして、4 点記載しています。 

1 点目のグループ子会社の株式譲渡につきましては、上期決算時に発表していますので割愛をいた

します。 

2 点目、コスト削減、業務効率の観点からオンラインの推進を図っております。 

3 点目、来期以降、コロナ収束後の取扱組数増加に伴い、収益性向上の観点から内製化事業を強化

いたします。 

4 点目、このコロナ禍で結婚準備期間を楽しんでいただける、また少人数の結婚式においても、ご

利用いただきやすい商品開発を随時しております。 



 
 

 

 

 

2 点目のオンラインの推進と、4 点目の商品開発について、ご紹介をいたします。 

このコロナ禍の状況で、人が動くことが制限され、対面で行ってきた多くの業務をオンライン化す

ることで、本社部門では大幅にコスト削減することができました。 

人事採用費はインターンシップ開催、会社説明会の実施、その後 5 回程度の面接、面談を実施して

みましたが、今期は最終面接を除き、オンラインで実施することにより、78.5%の削減。 

研修費はオンライン研修をこれまで以上に強化することで 91.5%の削減。 

旅費交通費は、札幌から鹿児島まで、全国に点在する店舗のマネジメントに関して、オンラインで

行う体制を整備し、76.6%の削減。 

通勤交通費はリモートワークを推奨することで、40.3%の削減、となりました。 

これらの多くの項目は、来期以降も継続的に削減できると考えています。 

 



 
 

 

 

 

弊社では、ウェディングプランナーが 1 組の結婚式を創り上げるために、お客様と約 20 時間のお

打合せをしております。 

現在、結婚式の準備を、動画やオンラインを利用し、よりわかりやすくお伝えすることで、ウェデ

ィングプランナーの業務を効率化させる推進をしています。 

効率化される時間数は、1 組のお客様当たり 3 時間 15 分を目標としています。 

年間での影響は大きく、3 万 5,000 時間以上の削減効果になります。 



 
 

 

 

 

感染拡大防止対策においては、より安全に結婚式を提供できるよう、改善を重ねてまいりました。 

記載のレイアウトのように、招待客同士が向き合わないテーブルレイアウト考案などを含め、もう

これでいいんだと、改善活動を止めずに努力し続けることが重要だと考えています。 



 
 

 

 

 

また、コロナ禍で結婚式準備の不安が大きくなっていく中で、楽しく準備を進めていただくこと。

加えてコロナ禍だからこその非接触型の商品の開発。                       

少人数の結婚式でもご利用いただきやすい商品を開発することで、結婚式をより良いものにするの

と同時に、単価向上を目指しています。 



 
 

 

 

 

最後に、決算発表と同時に開示した「第三者割当による優先株の発行」についてご説明いたしま

す。 

これまで、長期借入金の調達、当座貸越枠の締結など、金融機関のご支援で、コロナ禍における財

務基盤の強化を図ってまいりました。 

一方で、資本増強についても、かねてから経営陣で議論を続けており、2021 年 3 月 30 日開催の

臨時株主総会の決議を前提とした「第三者割当による 30 億円の優先株発行」を、取締役会におい

て決議いたしました。 



 
 

 

 

 

その概要についてご説明いたします。 

今回の優先株発行は、資金調達の確実性とともに、既存の株主様への配慮として、急激な希薄化、

株主構成への変化を回避することを重視して選択をいたしました。 

今回、農林中央金庫様と Tsunagu Investments 様から出資のご意向をいただきました。 

Tsunagu Investments 様は、シンガポールをベースとした投資持株会社、Pavilion Capital 

Holdings 様が保有する子会社となります。 

第一種優先株式として、農林中央金庫様から 20 億円。こちらは普通株式への取得請求権はなく、

議決権の付与もございません。年間の配当は年率 8.8%となります。 

第二種優先株式として、Tsunagu Investments 様から 10 億円。こちらは普通株式への取得請求権

があり、転換時には 12%程度の希薄化が発生いたします。 

しかし、行使は 2 年後から。2023 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日までの 3 年間に限定すること

で、早期の希薄化を回避できる設定といたしました。転換価格は、直近 30 日間の出来高加重平均



 
 

 

 

に 5%のプレミアムを乗せた 626 円 20 銭、年間の配当は、年率 3%となります。なお、第二種優先

株式も議決権はありません。 

 



 
 

 

 

 

今回の優先株発行により調達する 30 億円の資金は、この数年、弊社の業績を牽引してきた既存店

舗のリニューアルと生産性を高めるためのシステム投資に使用し、新型コロナ収束後の業績向上の

準備を進めてまいります。 

  



 
 

 

 

質疑応答 

 

岩瀬：決算発表後、投資家の方々からいくつかご質問をいただいています。代表的なものをこちら

で共有いたします。 

一つ目。今回のファイナンスの意図についてご質問を承りました。 

先ほど言及しましたとおり、借入金による金融機関のご支援に加え、業績回復が少しずつ見えてき

ていることから一定の資金的余裕はございます。一方で、財務投資の強化および戦略的投資を見据

えて、資本政策も同時に議論をしてまいりました。その過程で、農林中央金庫様、Tsunagu 

Investments 様から出資のご意向をいただき、既存の株主様にも配慮した商品設計を進め、今回の

優先株式発行を決断いたしました。 

二つ目の質問です。婚礼単価の動向についてご質問をいただきました。 

第 2 四半期の婚礼単価は 339 万 3,000 円、第 3 四半期の婚礼単価は 359 万 7,000 円と、少しずつ

単価は回復しております。ただ、新型コロナ前の 2020 年 3 月期 390 万円強の水準に戻すまでには

時間を要すると考えています。単価の回復を待つだけではなく、各種新商品の販売やコスト構造の

抜本的改革による販売管理費削減を通じて、従来の利益水準に戻せるよう、各種施策を講じていま

す。 

三つ目の質問です。足元のお客様の動向についてご質問を承りました。 

新規問合せにおいては、1 月の緊急事態宣言前では 90%近くまで回復をしており、「結婚式をした

い」というお客様の需要は依然として健在であると考えます。また先に説明したとおり、緊急事態

宣言後の日程延期やキャンセルも、以前より減少しており、お客様の反応が落ち着いていると実感

しています。感染症対策を講じた新たな結婚式オペレーションの改善を続け、親御様を含め招待客

の皆様に事前にお伝え、安心いただくことで、３Q 以降は、結婚式を実施されるお客様も増加をし

ております。 

以上で、2021 年 3 月期第 3 四半期の決算説明を終わります。 

ご視聴いただきありがとうございました。 

 


